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事件の概要（１） 
• 2013年4月15日、米マサチューセッツ州ボスト
ンでは今回で第117回目を数えるボストンマラソ
ンが行われていた。 

• ボストンマラソンは、アメリカ三大市民マラソ
ンに数えられる大きな大会で、国内外から多く
のランナーが参加していた。 
 

• マラソンのゴール付近で、コース沿道の百数十
メートルの間隔で設置された二つの爆弾が、12
秒の差をおいて相次いで爆発した。この爆発に
より、8歳の少年を含む3人が死亡し、250人以
上が負傷するという大惨事となった。 
 



事件の概要（２） 
• 事件発生当時、マラソンのゴール付近に設置さ
れていた記録用の時計は、「4時間9分43秒」を
示しており、これは前回大会で最も多くのラン
ナーがゴールした時の時刻と一致した。 
 

• 治安機関の発表によると、爆発物はいわゆる即
席爆発装置で、圧力鍋が使用されており、殺傷
能力を高めるためにボールベアリングや釘など
の金属片が含まれていた可能性がある。また、
このような攻撃が迫っていることを示す犯行声
明のような事前の兆候はなかったとしている。 



事件の概要（３） 

• 事件発生４日目に公表された監視カメラ映像を
きっかけにチェチェン系のツァルナエフ兄弟が
容疑者として浮上。 
 

• 警察による追跡・銃撃戦で兄は死亡。 
 

• 地元の大学に通う弟は半日以上に及ぶ逃亡の末、
ボストン近郊で逮捕され、大量破壊をもたらす
武器を使用した罪などで訴追された。 
 



仮説 

• 国によって、記事の情報量や掘り下げ方に差が
出るのではないか 
 

• アメリカ ＞ ドイツ ＞ 日本 
 

• アメリカ：事件の当事国なので掘り下げが深い 
• ドイツ：テロなどの民族問題への関心は高い 
• 日本：海外のニュースへの掘り下げは浅い 



比較対象 

• アメリカ 
▫ The New York Times 

 
• ドイツ 
▫ Frankfurter Allgemeine Zeitung 

 
• 日本 
▫ 読売新聞 
▫ 朝日新聞 
▫ 毎日新聞 



事件発生（４月１５日）についての報道 
 



The New York Times 
（2013年4月16日<現地時刻>)  1面上半分、16面 
             NATIONAL(国内面)に引き続く 

• 記事①タイトル 
▫ BLASTS AT BOSTON 

MARATHON KILL 3 AND 
INJURE 100 
 ボストンマラソンでの爆発、

3人を殺害し、100人に怪我
を負わせる 

• サブタイトル 
▫ PANIC AT FINISH LINE 
▫ Child Among the Dead- 

Festive Rite of Spring Becoes 
Chaotic 
 死者の中に子供—春を祝う
習慣が混沌とする。 

 
 

• 記事②タイトル 
▫ War  Zone  at  Mile:26’So  Many  
People  Without  Legs’ 
 26マイルでの戦争地帯：足
を失ったたくさんの人々 

 



The New York Times 
（2013年4月16日 
現地時間） 
 

記事① 

記事② 



Frankfurter Allgemeine Zeitung(独) 

• ４月１７日、１面中央記事＋社説 
• タイトル 
▫ Obama: Täter werden die ganze Härte des 

Gesetzes zu spüren bekommen(オバマ「犯人は法
による厳しい裁きを受けることだろう」) 

• サブタイトル 
▫ Präsident nennt Bluttat von Boston 

Terroranschlag / Noch keine Erkenntnisse（大統
領はボストンの殺人事件をテロ行為と断定／未だ
情報はなし） 

 



FAZ（4月17日）1面 



読売新聞（日） 

• ４月１６日夕刊、１面記事 
• タイトル 
▫ ボストンマラソンで爆発 

 ３人死亡１７人重体 
• サブタイトル 
▫ ゴール付近  米、テロで捜査 
▫ 「轟音、店が揺れた」日本人参加者 
 



朝日新聞（日） 

• ４月１６日夕刊、１面記事 
• タイトル 
▫ 米ボストン 連続爆破 

 マラソン大会 テロか 
• サブタイトル 
▫ ３人死亡 １００人超けが 
▫ 全米で警備を強化 
 



毎日新聞（日） 

• ４月１６日夕刊、１面記事 
• タイトル 
▫ ボストン・マラソンで爆発 

 3人死亡140人負傷 
 ゴール付近 テロで捜査 

• サブタイトル 
▫ 日本人被害情報なし 

 実行犯特定へ全力 
▫ 米大統領が緊急声明 



読売新聞（4月16日）夕刊 



朝日新聞（4月16日）夕刊 



毎日新聞（4月16日）夕刊 



事件発生（４月１５日）についての報道 
 



アメリカ 

• ４月１６日の掲載面 
▫ 1面（上半分） 
▫ 14面、15面（National[国内]面、1面の続き） 

 



アメリカ（The New York Times）記
事① 
• 月曜日の午後、2つの強力な爆弾がボストンマラ
ソンのゴールラインの近くで爆発した。8歳の
男の子を含む3人を殺し、そして100人以上もの
人々に怪我を負わせた。市の最も愛されている
春の習慣が汗まみれの勝利と歓声を上げる声の
シーンから叫び声と死体に変化させられた。 

• F.B.I.は報道会議で「潜在的なテロ行為であり、
テロ行為として調査する」と述べた。 

• オバマ大統領はテロ行為としては言及しなかっ
た。  
 
 
 



アメリカ記事② 

• 26.2マイルの終点から100フィート離れたとこ
ろで、爆発は道を揺らし、走者は死にものぐる
いで避難した。普段はお祝いと疲労の陽気な場
所であるマラソンのゴールが、突如戦争地帯の
ようになった。国民の休日である愛国者の日に
開催されるボストンマラソンは、普通は多くの
歓声で祝われる日である。しかし爆発は上機嫌
な一日を悪夢が渦巻く血にまみれた道へと変え
た。  
 



★記事①に宗教用語「典礼<Rite>」の使用 
 

タイトル 本文 

• Child Among the Dead- 
Festive Rite of Spring 
Becomes Chaotic 

• 死者の中に子供-春を祝う儀
式が混沌となる。 

• “Rite” 
• （宗教上のあるいは厳粛
な）儀式。 

• キリスト教会の典礼。（儀
礼的な）慣習 

▫ One of the cities most 
cherished rites of spring 
was transformed from a 
scene of cheers and 
sweaty triumph to one of 
screams and carnage. 
 市で最も愛されている春
の儀式が汗まみれの勝利
と歓声を上げる声のシー
ンから叫び声と死体に変
化させられた。  

 
• 典礼➡サクラメント 
• キリスト教によって定められた神の恩恵を信徒に
与える儀式。洗礼と聖職のニ儀式が多い。 

 
 



★福島事故関連記事に見るDevastatingの使用 

<Devastating> 
Boston例 
▫ the timing of explosions-around 2:50p.m.-was especially 

devastating because they happened when a high concentration 
of runners in the main filed were arriving at the finish line on 
Boylston Street. 

 Fukushima例① 
• 2012.12.08 Saturday A5 
▫ Alarm, but No Damage to Nuclear Plants Is Reported 

• TOKYO- it was perhaps the surest sign that Japan remains 
unnerved  by  last  year’s  devastating earthquake and tsunami. 

•  Fukushima例② 
• 2013.03.11 Monday A5 
▫ IWAKI JOUNAL 
▫ IWAKI,JAPAN –After the jumbling and devastating waves had 

ceased, 
 



4月16日14面(国内) 
 
Boston Marathon Blasts Kill 3 and 
Injure More Than 100 
（ボストンマラソンでの爆発3人
を殺して100人以上に怪我を負わ
せる） 

・写真に事件の時系列を紹介 
・過去に起きたオクラホマ州連邦爆発事件
との比較 
 ➡（Oklahoma City Bombingは1995年4
月19日起きた、爆破テロ事件。子供19人を
含む168人が死亡。犯人はアメリカ人で
あったが、捕まるまでアラブ系の人々が身
柄を拘束された。） 
・“爆発場所からの距離と怪我の大きさ、
国籍に よから、学生ビザによってアメリ
カに訪れている男性が警察が取り調べられ
ている。しかし、攻撃への彼の役割はわ
かっていない。 ” 
との記述がある。  
 



 
 
15面 
The War Zone at Mile 26:‘There 
are so Many People Without Legs’ 
(26マイルで戦争地帯‘足が無いたく
さんの人々がいる’) 
 ・写真8枚使用  

➡怪我をした男性・傍観者と走者が避難する様
子・最初の爆発で女性が祈る 
・救急隊はボストンマラソンのゴールで負傷し
た人々を介護した。 
・ケンモアスクエアの近くで警察隊員は不審物
を発見した。レースを終えてない人々は止めら
れた。 
・バンクーバー（カナダ）のパウラヒラーはマ
ラソンの爆発の後で家族に連絡を入れようとし
ている。 
息を荒げる自尊心と汗まみれの抱擁と疲労した
達成感の伝統的な場であった。 
・内容は参加者のインタビュー 
Sarah Joyce,21(finished) 
Bruce Mendelshn 44 (finished) 
Melissa Fryback 42(finished)  
Riv. Brian Jordan priest  
Jeff Constatine 46 (unfinished) 
 
 
 
 



アメリカ 

• 考察① 
• タイトルより、犯人像が既に浮かび上がっている。 
キリスト教徒ではない者が犯人であると判断されて
いる。  

• 15ページより“爆発場所からの距離と怪我の大きさ、
国籍から、学生ビザによってアメリカに訪れている
男性が警察から取り調べられている。しかし、攻撃
への彼の役割はわかっていない”  
➡メディアが犯人像を作り出しているのではないだろ
うか。 
 これは是か非か?  

 



ドイツ 

• ４月１７日の掲載面 
▫ １面（中央記事＋社説） 
▫ ２面（Politik [政治]、１面の続き） 
▫ ３面（Politik [政治]） 
▫ １０面（Zeitgeschehen [時事]） 
▫ ２８面（Sport [スポーツ]） 
▫ ３５面（Medien [メディア]） 

• １～３面は事件の事実報道、１０・２８・３５
面は関連記事 



ドイツ（４月１７日）３面 
• タイトル 

▫ Zwei Farben Blutrot（２色の
血のような赤） 
 

• „Der  Terror ist zurück – aber 
welcher?（テロが戻ってきた―
しかしどちらの？）“ 

→９．１１と同じイスラム教徒
もしくは極右による犯行である 

 
• ９．１１を含む過去のテロ事
件を紹介 
 

• 少なくとも１６回のテロ攻撃
が警察の捜査によって未然に
防がれている 

 
 
 
 
 
 



ドイツ（４月１７日）１０面 

• タイトル 
▫ Il Sindaco（イタリア語で「市長」の
意） 
 

• ボストン市長であるThomas 
Menino氏の経歴を紹介 
▫ イタリア系アメリカ人 
▫ アイルランド系以外の政治家がボ
ストン市長になるのは初めて 

▫ ボストン歴史上最長となる５期目
を務める 

▫ 病気により通院中 
 

• ニューヨーク市長と共に「違法銃
器に反対する市長連合」で活動 
 
 
 



ドイツ（４月１７日）２８面 

• タイトル 
▫ Am Sonntag 

wird wieder 
gelaufen（日曜
に再び走る） 

 
• 日曜（２１日）に
ロンドンとハンブ
ルクでマラソン大
会が開催予定 
 

• 安全対策の強化 
 
 
 



ドイツ（４月１７日）２８面 
• „Der  Sport  im  Visier  

des Terrors（テロの
標的となったスポー
ツ）“ 
▫ サッカーやクリケッ
トなどのスポーツ大
会を狙った歴代の爆
発テロを紹介 
 

• 「４２㎞で１００％の
安全性を確保するのは
不可能だ。マラソン大
会に限らずテロは起こ
る。恐れていては何も
できない」という大会
関係者の発言を掲載 



ドイツ（４月１７日）３５面 
• タイトル 

▫ Was ist das für ein Terrorismus?
（このテロは何なのか？） 

• 事件発生当時のCNN、New York 
Daily News、Boston Globeなど
の各メディアの動向 

• テロを防ぐために新たな安全討
議が必要 
 

• タイトル 
▫ Wir haben keine Werte（我々は
価値観を持たない） 

• 中国の反応として、Weibo（中
国版Twitter）やCCTVの動向 

• 「我々は普遍的な価値観を持た
ないため、どの視点をとるべき
か分からない人が多い」 



ドイツ（４月１７日）まとめ 

• 今回のテロは９．１１と関係がある？ 
• １面の社説では「なんという狂気の沙汰！」
「テロの犯人は英雄などではない、スポーツの
祭典を大量殺戮の場にした卑怯な殺人犯だ」と
激しい非難 

• 自国のハンブルクで開催されるマラソン大会へ
の懸念 

• 記事の一部で事件をKatastrophe（大事故）、
Albtraum（悪夢）と形容 



日本 

• 一面に用いた写真は３紙とも同一。 
• 事件の概要表現に大差はない。 

 
• 読売新聞はマラソン参加者への電話取材を行
なっている。 

• 毎日新聞と朝日新聞はその時点で邦人被害者が
いなかったことに言及。特に毎日新聞は「日本
人被害情報なし」と小見出しに掲載し、安倍首
相の会見（邦人被害なし）を紹介。 



事件終結（４月１９日）についての報道 
 



The New York Times（アメリカ） 
• 2013年4月20日 1面 
• タイトル 

▫ 2ND BOMBING SUSPECT IS CAPTURED ,WOUNDED,AFTER A 
FRENZIED MANHUNT PARALYZES BOSTON 
 負傷した、爆発事件の二人目の犯人が捕まった、白熱した犯人捜
査の後ボストンを麻痺させる。 

• サブタイトル 
▫ Overnight Shooting Amid Dragnet Left Brother and Officer Dead 

 警察の大捜査網の中で夜間の銃撃戦 
 弟を残して警察官が亡くなった 

A  Brother  at  Ease  in  the  U.S.,  Influenced  by  One  Who  Wasn’t 
 アメリカで気楽な弟、そうでなかった一人から影響される。 

▫ Shops Locked, Streets Barren, City Falls Into Eerie Stillness 
 店は閉められ、道は殺風景となる、市は不気味な静けさに覆われ
る 
 

 
 

 



The New York Times 
（2013年4月20日、現地時間） 

• 1面全体に掲載 

キャプション① 
Jean Grimmett と他のマス市ウォータータウンの人々は金
曜日に警察が頑固な爆発犯人を捕まえたあと、喜んだ。 
キャプション② 
警察は犯人のヨスカ・ツァルネフが一日中の捜査の後捕らえ
られた道を防衛した。 
キャプション③ 
タメルラン・ツァルネフ26左、と彼の弟 
 



Frankfurter Allgemeine Zeitung(独) 

• ４月２２日、１面中央記事＋社説 
• タイトル 
▫ Staatsanwalt kann Todesstrafe für Tsarnaev 

fordern（検察はツァルナエフに死刑を求められ
る） 

• サブタイトル 
▫ Erleichterung nach Festnahme des Zweiten 

Attentäters von Boston / Obama dankt Polizei（ボ
ストンでの2人目の犯人逮捕後の安堵／オバマは
警察に感謝） 



FAZ（4月22日）1面 



読売新聞（日） 

• ４月２０日夕刊、１面記事 
• タイトル 
▫ 逃走のテロ容疑者 拘束 

 ボストン 裏庭ボートに潜伏 
 銃撃戦負傷か重体 

 



朝日新聞（日） 

• ４月２０日夕刊、１面記事 
• タイトル 
▫ 米爆破テロ 容疑者拘束 

 ボストン郊外に潜伏 
• サブタイトル 
▫ 家庭築いた兄 親切で感じ良い弟 
▫ 戸惑う親族・友人 



毎日新聞（日） 

• ４月２０日夕刊、１面記事 
• タイトル 
▫ ボストンテロ 逃走の弟逮捕 

 重傷で搬送 別の３人拘束 
 



読売新聞（4月20日）夕刊 



朝日新聞（4月20日）夕刊 



毎日新聞（4月20日）夕刊 



事件終結（４月１９日）についての報道 
 



アメリカ 

• 4月20日の掲載面 
▫ 1面 
▫ 14面、16面（National[国内]面、1面の続き） 
▫ 15面 
▫ 17面 

 



4月20日14面（国内） 
2nd Bombing Suspect caught After 
Frenzied Hunt Paralyzes Boston 
（白熱した捜査の後2人目の犯人が捕
まり、ボストンを麻痺させる） 
 
・写真 
①警察はウォータータウン内の家宅
捜査を行い、住居者は外に出ないよ
うに、正式な警察にのみ答えるよう
にと勧められた。 
②最終的に犯人がボートの下に隠れ
ているところを発見され、逮捕され
た。 
 
・内容 
兄弟の父親のインタビューと合わせ
て、ロシアとチェチェンの関わりを
記述。 
この記事はアメリカ（ボストン、
ニューヨーク、ワシントン、モンテ
ゴメリー）、イスタンブール、ロシ
アにいる記者たちの共同報道。 



20日15面（国内） 
Violent Trail Adds 2 Victims, Officers 
Linked by friendship and Dedication 
(危険な道は犠牲者を2名追加する、友情
と犠牲によって結ばれた警察官) 

・犯人との銃撃戦について報道。 
・銃撃戦で犠牲となった2名の警察官の紹
介。 
・タイトルにDedicationを使用。 
➡Dedicate 
<<正式>> 
<人が><時間・精力など>を<人・目的>に
捧げる 
<<正式>><教会など>奉納・献納する、捧
げる 
➡善(神)のために身を捧げる、という宗教
的な考えが表れている。 
・右手には時系列に沿って犯人が逮捕され
るまでの様子を白黒写真で表示。 
警察が射殺された場面は後日に撮られたも
の、それ以外は受激戦前のカメラに納めら
れた等犯人の行動が写る。 

 



16面 
A Brother at Ease in the U.S. , 
Influenced by One who was 
not 
(アメリカで気楽な弟、そうで
なかった一人から影響される ) 

・写真 
ゴール付近にいる二人の兄弟
の写真が掲載される。 
➡この時点で撮影されていた
のは偶然ではない？ 
 
・内容は二人の兄弟の生活と
テロ行為との関わりついての
詳細報道。 
 



20日17面 
Eerie  Stillness for Boston 
Residents at the Center of a 
Frenzied Crime Scene 

・写真は大きく掲載 
カティア・コスタさんが自宅
から窓の外を眺めている様子。
捜査が行われている間、住民
は中にいるように命じられた。 
・SWATの警察チームがウォー
タータウン内を歩く様子。二
人目の犯人が捕まった時、
人々は歓声をあげながら外に
出た。 
・警察によるウォータータウ
ン内の家宅捜査中の市民のイ
ンタビュー報道、あるレスト
ランのオーナーは「私たちは
隠れていけない。」と言い、
レストランを開けた。 
 



アメリカ 

• ボストンマラソンの十代の犯人は、警察官と激
しい銃撃戦の後逃亡し、大捜査がほぼボストン
を一日中閉鎖した。 

• オバマ氏はホワイトハウスから、逮捕した警察
官を賞賛した。 

• 「私たちはこの悲惨な状態で重要な幕を閉じ
た。」 

• 2人の容疑者の説明と、犯人捜索のため外に一歩
も出ることができなかった、ボストン市民の様
子を報道。 
 
 
 



ドイツ 

• ４月２２日の掲載面 
▫ １面（中央記事＋社説） 
▫ ２面（Politik [政治]、１面の続き） 
▫ ３面（Politik [政治]） 
▫ １５面（Sport [スポーツ]） 
▫ ２７面（Feuilleton [文芸]） 
▫ ３０面（Feuilleton [文芸]） 

• １～３面は事件の事実報道、１５・２７・３０
面は関連記事 



ドイツ（４月２２日）２面 
• タイトル 

▫ Von Grosnyj bis 
Boston（グロズ
ヌイからボスト
ンまで） 

• コーカサス地方に
おけるロシアの不
安定化 

• オバマ大統領と
プーチン大統領が
電話会談で緊密な
協力に合意 

• チェチェン共和国
首都グロズヌイで
２００２年に起き
たテロとの関連 



ドイツ（４月２２日）３面 

• タイトル 
▫ Die verlorenen Brüder
（行方不明の兄弟） 

 
• 事件の詳細を時系列順
に説明 

• Vier Tage, vier Stunden 
und 34 Minuten 
 

• 「何が兄弟を犯行に駆
り立てたのか」 
 

• オバマ大統領が諸宗派
共同のミサで犠牲者を
追悼 



ドイツ（４月２２日）１５面 

• タイトル 
▫ Für dich, Boston
（きみのために、
ボストン） 

 
• アイスホッケーの試
合開始前に、Dennis 
Seidenberg選手を中
心にして追悼が行わ
れた 



ドイツ（４月２２日）２７面 

• タイトル 
▫ Wachsam sein und ohne 

Furcht（恐れず用心） 
• ニューヨークなどの主要都
市のいたるところに監視カ
メラを設置することでテロ
対策 

• 市民のプライバシーは無く
なるが、「いずれ慣れる」 

• 次回のマラソン大会も開催
予定 

• マサチューセッツ州知事
「我々は復讐せず釈明を求
める。恐れず用心しよ
う！」 



ドイツ（４月２２日）３０面 

• タイトル 
▫ Früchte der Blindheit（見え
ない成果） 

 
• ロシアのブロガーによる、今
回のテロについての議論 
 

• 「イスラム原理主義は、落第
者を地上の楽園へと導くため
に、ソビエト社会主義の遺産
を引き継ごうとした」 
 

• 「タメルラン（犯人兄）は信
仰のもとアッラーの魔法の庭
へ行った」 



ドイツ（４月２２日）まとめ 

• 犯人への死刑制度適用の是非に注目している 
▫ ドイツでは死刑が廃止されているからか？ 

 
• ミランダ権 
▫ 犯人の権利と公共の安全 
 

• 今後のテロ対策 
▫ アメリカの動向 
▫ ロシアの反応 
 



日本 
• ３紙とも容疑者が拘束された現場の写真（ロイター通
信）。 

• 朝日 → 「家庭築いた兄 親切で感じ良い弟」と肯定的な
見出し。 

• 毎日 → 「親族「兄は問題児」」という否定的な見出し。 
• 読売 → ３面で二人について記述。「弟 高級ブランド服 
兄は熱心にボクシング」の小見出し。 
 

• 父、おば、おじ、友人たち、ボクシングの元コーチらの
発言を引用している点では３紙とも同じ。 

• 一方、各紙それぞれ容疑者に対して異なった印象を持っ
ていることが見出しから分かる。 



読売新聞（4月20日）夕刊３面 



事件発生から事件終結までの報道 
 



アメリカ 
不確定な犯人像をメディア報道
によって作り上げ、不安定な国
民の心をコントロールしている。 
• ＜4月16日＞ 
• タイトル：宗教用語の使用。 
• 図：掲載地図にキャンブリッ
ジの表示。 

• 内容：アメリカ国籍ではない
人が事情聴取を受けていると
の報道。しかし、9.11には触れ
ず、その前のアトランタ爆破
事件について言及。 

国民に敵意識を持たせ、自国の
問題から反らし、官僚の力を見
せる。 
＜20日＞ 
• 内容：犯人がテロ行為に至る
までの中でロシアとの関係を
報道。 

• 内容：ボストン市内を覆った
警察の力を報道。 

• 写真：SWATが軍のように市
内を歩いている様子を掲載。 
 
 



ドイツ 

• 事件発生時はテロ、終結時は死刑制度等に注目 
• 事件をひとつのテーマとして捉え、自国に関連
する・国民の関心が高い情報を盛り込んで掲載 

 
→ 切り口が多岐にわたっている 
▫ アメリカの今後のテロ対策 
▫ ロンドン・ハンブルクのマラソン大会 
▫ 中国・ロシアの反応 
▫ 死刑制度・ミランダ権 

 



日本 
• ３紙ともほぼ同じ内容掲載する傾向がある。 
▫ AP通信及びロイター通信からの引用が大部分だから 

• 事件の期間中（4月15日から4月19日）における同事
件の扱い方には差が見られる。 
▫ 18日夕刊、19日朝刊においては読売新聞、朝日新聞 
は一面での掲載がないが、毎日新聞はその間も一面で
の報道を続けている。内容としては、容疑者とみられ
る男が写ったビデオに関するものや追悼式典にオバマ
大統領に参列すること。これらは読売新聞、朝日新聞
では一面以降での掲載となっている。 

▫ 事件によって死亡した児童の顔写真が17日の夕刊以降 
に掲載されたが、毎日新聞のみが一面掲載を行った。
朝日新聞と読売新聞は一面掲載は行わなかった。 



日本 
• ３紙ともほぼ同内容の記事を掲載する傾向があ
るものの、その掲載位置やタイミングについて
は各紙にばらつきがある。同日の他の報道との
兼ね合いがあるからである。そこには各紙のス
タンスが見え隠れする。 
 

• 事件の概要、被害状況、オバマ大統領の声明と
いった海外メディアと共通のテーマについて報
じる一方、容疑者二人の出身、友人や元コーチ
らによる容疑者の印象などの犯人像や、銃撃戦
といった点に特に注目している。 
 



ノーム・チョムスキー 
「メディア・コントロール」の事例より 

• 国内の社会及び経済問題が増加し続け、破滅的な状況になっているの
に、政権についているものは誰一人それを解決しようとしていない。
ブッシュ政権の初期2年間だけを見ても、300万人の子供が貧困レベ
ルを越え、財政赤字は急増、教育水準は低下、国民の大半の実質賃金
は1950年代後半のレベルに逆戻りというのに何の策も講じられなかっ
た。このような状況では、烏合の衆の関心を他へ逸らすことが特に重
要になる。それにはスーパーボールや連続ドラマだけでは足りず、敵
に対する恐怖心をかき立てなければならない。1930年代、ヒトラーは
ユダヤ人とジプシーに対する恐怖心を煽ったが、米国には米国流のや
り方がある。過去10年間、常に怪物が捏造されてきた。1980年代半ば
まではロシアという宿敵がいたため、寝ている間でも「ロシアが攻め
てくるぞ！」と繰り返してさえいればよかったが、ブッシュ以降それ
が通用しなくなった。そこで、国際テロリストや麻薬密売人そしてサ
ダム・フセイン等を敵に仕立て上げ、新たなヒトラーが世界を征服す
るといっては国民を脅したのである。そして、グレナダ、パナマ、
キューバ、ニカラグアなど、無防備な第三世界の軍隊を相手に素晴ら
しい勝利を収め、我々はぎりぎりのところで助かった、と思わせたの
である。 
 



財政、税金、
雇用、銃…
問題を抱え
るアメリカ 

犯人のテロ
行為、ロシ
ア(敵）との
関係を報道 

国民に新た
な敵意識 

自国の問題
から意識を
反らす 

政治支持 

ボストン爆破事件にも 
過去のメディアコント
ロールのパターンが見
られるのではないだろ
うか。 


